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◎お知らせ 

○「立ち寄りセミナー～次世代エネルギー特集～」のお知らせ 

 リム情報開発は、次世代エネルギーの中でも、より注目を集める水素、アンモニア、バイオ

エネルギーの最新動向にフォーカスしたセミナーを開催します。立ち寄りセミナーは、エネル

ギーの動向をタイムリーに紐解く季刊誌「エネルギー通信」の発刊に合わせて開催しております。

エネルギー通信の最新第17号は8月18日より絶賛発売中です。 

◆テーマ：水素・アンモニア・バイオ、～次世代エネルギー特集～ 

◆日時：10月12日(木) 13時30分～15時 

◆お申し込み： 締め切りは10月6日(金)。ご参加希望の方は下記のリンクよりお申し込みくださ

い。セミナー資料、DVDも販売いたします。 

URL: https://www.rim-intelligence.co.jp/info/cat01/2023/1752697.html 

 

◆エネルギー通信第17号のお申込み 

下記のリンクからお申し込みください。 

URL: https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/eneletter/ 

[問合せ]リム情報開発㈱ エネルギー通信チーム 

電話：03-3552-2411     E-Mail ：info@rim-intelligence.co.jp 

 

◎リムエネルギー総合指数22種(レックス22、2010年平均=100) 

 31日のレックス22は、前日から0.32ポイント上昇し174.26です 

 

--------------------------------------------リムレポートのご紹介-------------------------------------------- 

リム情報開発のレポートラインアップは、下記のURLからアクセスください。 

各レポートのサンプルに加え、内容についての詳細な説明がご覧いただけます。 

https://www.rim-intelligence.co.jp/report/ 

原油・コンデンセート   アジア石油製品       バンカーオイル 

ローリーラック(国内陸上) ジャパン石油製品(国内海上) LPG    LNG 

石油化学         ポリオレフィン       電力 

バイオマス(週刊)     デイリーデータ       Rim Data File 

クリーンエネルギー(週刊) CROSS VIEW軽油/重油     エネルギー通信 
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東京時間2023年8月31日木曜日17時30分<Assessment Closing Time> 

◎東名阪製油所出しローリーラック市況 (EXパイプ、円/リットル、サイト30日以内) 

  

油種   千葉  中値 前日比  川崎 中値 前日比  京浜中値 前日比 

ガソリン# 143.5 ～ 144.5 144.00 -2.00  145.5 ～ 146.0 145.75 -0.25  144.88 -1.12 

ガソリン  89.7 ～  90.7 90.20 -2.00   91.7 ～  92.2 91.95 -0.25  91.08 -1.12 

灯油      87.1 ～  87.5 87.30 -1.20   90.5 ～  91.5 91.00 +2.50  89.15 +0.65 

課税軽油  87.5 ～  88.5 88.00 -0.25   89.0 ～  90.0 89.50 +1.00  88.75 +0.37 

未課税軽油  89.9 ～  90.9 90.40 +0.95   89.9 ～  90.9 90.40 +0.65  90.40 +0.80 

A重油     87.3 ～  87.5 87.40 -0.15   89.4 ～  90.4 89.90 +2.35  88.65 +1.10 

LSA重油   87.3 ～  88.0 87.65 0.00   89.9 ～  90.9 90.40 +2.75  89.03 +1.38 

  

油種   中京 中値 前日比  阪神 中値 前日比  4リム中値 前日比 

ガソリン# 144.0 ～ 144.5 144.25 -2.40  143.5 ～ 144.5 144.00 -2.10  144.50 -1.69 

ガソリン  90.2 ～  90.7 90.45 -2.40   89.7 ～  90.7 90.20 -2.10  90.70 -1.69 

灯油      90.0 ～  91.0 90.50 -1.00   90.5 ～  91.0 90.75 -0.75  89.89 -0.11 

課税軽油  87.5 ～  88.5 88.00 -1.00   87.5 ～  88.0 87.75 -0.65  88.31 -0.23 

未課税軽油  92.3 ～  92.6 92.45 +1.20   89.5 ～  90.5 90.00 -1.50  90.81 +0.32 

A重油     89.0 ～  90.0 89.50 0.00   89.0 ～  89.5 89.25 0.00  89.01 +0.55 

LSA重油   89.5 ～  90.5 90.00 0.00   89.5 ～  90.0 89.75 0.00  89.45 +0.69 

 

◎東名阪油槽所出しローリーラック市況 (EXパイプ、円/リットル、サイト30日以内) 

  

油種   八潮 中値 前日比  横浜 中値 前日比  京浜中値 前日比 

ガソリン# 144.8 ～ 145.6 145.20 -0.30  143.5 ～ 144.0 143.75 -1.50  144.48 -0.90 

ガソリン  91.0 ～  91.8 91.40 -0.30   89.7 ～  90.2 89.95 -1.50  90.68 -0.90 

灯油      87.5 ～  88.0 87.75 -1.50   87.7 ～  88.5 88.10 -0.90  87.93 -1.20 

軽油  87.8 ～  88.8 88.30 -1.70   87.5 ～  88.0 87.75 -1.70  88.03 -1.70 

LSA重油   87.5 ～  88.0 87.75 0.00   87.5 ～  88.0 87.75 -0.40  87.75 -0.20 

  

油種   中京 中値 前日比  阪神 中値 前日比  油槽所中値 前日比 

ガソリン# 143.7 ～ 144.6 144.15 -1.50  143.5 ～ 144.5 144.00 -2.15  144.28 -1.36 

ガソリン  89.9 ～  90.8 90.35 -1.50   89.7 ～  90.7 90.20 -2.15  90.48 -1.36 

灯油      89.5 ～  90.5 90.00 -1.20   90.0 ～  91.0 90.50 -1.30  89.09 -1.22 

軽油  89.8 ～  90.5 90.15 -0.55   87.5 ～  88.5 88.00 -1.00  88.55 -1.24 

LSA重油   88.5 ～  89.3 88.90 -0.65   89.7 ～  90.2 89.95 0.00  88.59 -0.26 

※ガソリン♯は揮発油税込み価格、ガソリンは揮発油税抜き価格 

※前日比は中値ベース 

※中値は小数点第3位を四捨五入 

※製油所の京浜中値は千葉・川崎中値の単純平均値 

※4リム中値は千葉・川崎・中京・阪神製油所の単純平均値 

※油槽所の京浜中値は八潮、横浜中値の単純平均値 

※油槽所中値は八潮、横浜、中京、阪神の単純平均値 

※4リム中値を使用した月間平均値はスペシャルコンテンツの4製油所月間平均値と誤差が生じる場合があります 

※公式のリム価格月間平均値はスペシャルコンテンツ掲載の数値となります 

※ローリーラック価格、輸入採算価格、海陸市況格差、先物のガソリンはレギュラーが対象で揮発油税53.8円を含まず 

※軽油は軽油引取り税32.1円を含まず 

※原油輸入平均CIF価格の r は修正 

※為替は三菱UFJ銀行が午前10時30分に発表する数値を使用 

  

 

 

 

 

 



◎東名阪製油所・油槽所出し中値平均値 (EXパイプ、円/リットル、サイト30日以内) 

  

油種   京浜地区 前日比  中京地区 前日比  阪神地区 前日比 

ガソリン# 144.68 -1.01  144.20 -1.95  144.00 -2.13 

ガソリン 90.88 -1.01  90.40 -1.95  90.20 -2.13 

灯油     88.54 -0.27  90.25 -1.10  90.63 -1.02 

軽油 89.06 -0.17  90.20 -0.12  88.58 -1.05 

A重油    88.65 +1.10  89.50 0.00  89.25 0.00 

LSA重油  88.39 +0.59  89.45 -0.33  89.85 0.00 

※ガソリン♯は揮発油税込み価格、ガソリンは揮発油税抜き価格 

※A重油は製油所平均値 

 

◎その他の製油所・油槽所出しローリーラック市況 (EXパイプ、円/リットル、サイト30日以内) 

  

油種   北海道  中値 前日比  仙台 中値 前日比  

ガソリン# 147.1 ～ 147.5 147.30 -0.20  146.5 ～ 147.0 146.75 +0.10  

ガソリン  93.3 ～  93.7 93.50 -0.20   92.7 ～  93.2 92.95 +0.10  

灯油      91.8 ～  92.0 91.90 -0.25   92.0 ～  92.4 92.20 +0.20  

軽油      92.0 ～  93.0 92.50 0.00   91.4 ～  91.8 91.60 +0.85  

A重油     92.0 ～  92.3 92.15 +0.35   90.0 ～  90.5 90.25 0.00  

LSA重油  - - -   90.5 ～  91.0 90.75 0.00  

  

油種   四国 中値 前日比  福岡 中値 前日比  

ガソリン# 144.0 ～ 144.7 144.35 -1.35  146.8 ～ 147.5 147.15 -1.10  

ガソリン  90.2 ～  90.9 90.55 -1.35   93.0 ～  93.7 93.35 -1.10  

灯油      89.3 ～  89.7 89.50 -1.25   93.5 ～  94.5 94.00 -0.15  

軽油      87.7 ～  88.3 88.00 -0.70   90.0 ～  91.0 90.50 -0.65  

A重油     88.5 ～  89.0 88.75 -0.75   91.8 ～  92.3 92.05 -0.10  

LSA重油   89.0 ～  89.5 89.25 -0.75   92.3 ～  92.8 92.55 -0.10  
※ガソリン♯は揮発油税込み価格、ガソリンは揮発油税抜き価格 

 

◎SS向けスポット卸市況 (円/リットル、ローリー届け、1.5～2円運賃圏) 

 

油種   京浜 前日比  中京 前日比  阪神 前日比 

ガソリン 145.5 ～ 146.5 -1.5  145.0～146.0 -2.0  145.5～146.5 -2.0 

灯油      89.0 ～  90.0 -1.0   91.0～ 92.0 -1.5   92.5～ 93.5 -1.5 

軽油     122.0 ～ 123.0 -1.0  122.0～123.0 -1.5  122.0～123.0 -1.0 

 

◎ユーザー向け産業燃料油市況(円/リットル、ローリー届け、1.5～2円以下運賃圏、大口向け, 週決め) 

 

油種   京浜 前日比  中京 前日比  阪神 前日比 

灯油      90.0 ～  91.0 0.0   91.0 ～  92.0 -1.0   92.0 ～  93.0 -1.5 

軽油     124.5 ～ 125.5 0.0  121.5 ～ 122.5 -1.5  123.0 ～ 124.0 0.0 

A重油     90.5 ～  91.5 0.0   90.0 ～  91.0 -1.5   91.5 ～  92.5 0.0 

LSA重油  91.0 ～  92.0 0.0   90.5 ～  91.5 -1.5   92.0 ～  93.0 0.0 
※前日比は中値ベース 

※東名阪製油所・油槽所出し中値平均値の京浜地区は製油所の京浜中値と油槽所の京浜中値の単純平均値 

※東名阪製油所・油槽所出し中値平均値の中京地区は製油所の中京中値と油槽所の中京中値の単純平均値 

※東名阪製油所・油槽所出し中値平均値の阪神地区は製油所の阪神中値と油槽所の阪神中値の単純平均値 

※東名阪製油所・油槽所出し中値平均値の軽油は製油所の課税、未課税、油槽所の単純平均値 

※SS向けスポット卸市況およびユーザー向け産業燃料油市況は揮発油税・軽油引取り税を含む 

※中値は小数点第3位を四捨五入 

 

 



◎輸入採算価格 (SR船型、韓国出し、関税・石油石炭税込、円/kl) 

 北海道 前日比  京浜 前日比  中京 前日比  関門 前日比 

ガソリン 104,748 +195  104,100 +195  103,822 +194  103,452 +194 

灯油 113,512 -3,541  112,864 -3,541  112,586 -3,542  112,216 -3,542 

軽油 115,397 -3,170  114,749 -3,170  114,471 -3,171  114,101 -3,171 

LSA重油 106,940 -3,175  106,292 -3,175  106,014 -3,176  105,644 -3,176 
※SR船型による輸入、LSA重油は免税ベース、軽油は硫黄分10ppm 

※輸入採算価格はリムアジア製品レポート掲載のシンガポール市況(ペーパー)の9月限をベース 

 

◎海陸市況格差 (陸上4製油所平均-海上バージ市況) 

ガソリン -1.80  灯油     -2.11  未課税軽油 -3.72  

A重油    -3.14  LSA重油  -3.20       
※4製油所平均＝千葉、川崎、中京、阪神 

 

◎指標原油 

WTI (NYMEX         10月限,  $/bbl, 8/30  close) 81.63  +0.47 

WTI (NYMEX ACCESS  10月限,  $/bbl, 8/31  5:00pm 東京時間) 81.93  +0.30 

ドバイ (ペーパースワップ,  $/bbl, 8/31  東京夕刻) 87.01 ～ 87.05  -0.09 

ドバイ (ペーパースワップ,  円/kl, 8/31  東京夕刻) 80,580  -1 

ドバイ (ペーパースワップ,  円/kl, 8/25～8/31平均)    80,065  +550 

ドバイ (ペーパースワップ,  円/kl, 8/17～8/23平均)    79,175  -51 

東商取ドバイ原油当限       (円/kl, 8/31 引け) 78,790  -10 

 

◎原油輸入平均CIF価格 (JCC、円/kl、財務省) 

23/06/01-30 71,957r  23/07/01-31 72,053r  23/08/01-31 9月20日発表予定  

23/06/01-10 72,395  23/07/01-10 72,895  23/08/01-10 71,390  

23/06/11-20 72,264  23/07/11-20 72,427  23/08/11-20 9月7日発表予定  

23/06/21-30 70,962  23/07/21-31 71,246  23/08/21-31 9月20日発表予定  

 

◎Rim JCC予想値 (円/kl) 

23/8月 72,970 -170  23/9月 78,100 -300  23/10月 80,290 -220  

 

  



◎東商取バージ先物・日中取引(東京湾岸製油所・油槽所出しバージ取り、円/リットル) 

ガソリン  始値 高値 安値 帳入値 前日比 出来高    

   10月限 - - - 90.00 - -    

   11月限 - - - 90.00 - -    

   12月限 - - - 90.00 - -    

   1月限 - - - 90.00 - -    

   2月限 - - - 90.00 - -    

   3月限 - - - 90.00 - -    

    合計      -    

灯油           

   10月限 - - - 88.00 -2.00 -    

   11月限 - - - 90.00 - -    

   12月限 - - - 90.00 - -    

   1月限 - - - 90.00 - -    

   2月限 - - - 90.00 - -    

   3月限 - - - 90.00 - -    

    合計      -    

軽油           

   10月限 - - - 94.20 +0.20 -    

   11月限 - - - 93.20 -0.20 -    

   12月限 - - - 92.20 -0.20 -    

   1月限 - - - 91.20 -0.30 -    

   2月限 - - - 90.30 - -    

   3月限 - - - 89.40 - -    

    合計      -    

原油           

   8月限 78.80 78.90 78.75 78.79 -0.01 8    

   9月限 78.98 79.05 78.93 79.05 +0.12 5  取組高 (8/30)  

   10月限 78.04 78.04 77.85 77.95 +0.14 6  ガソリン 売      0 買      0 

   11月限 76.94 76.94 76.71 76.75 +0.03 77  灯油 売      0 買      0 

   12月限 75.70 75.91 75.55 75.79 -0.02 205  軽油 売      0 買      0 

   1月限 74.91 74.96 74.56 74.82 -0.07 786  原油 売 52,220 買 52,220 

    合計      1,087  1枚=50kl  

 

◎東商取中京ローリー先物・日中取引(潮見および飛島油槽所出しローリー取り、円/リットル) 

ガソリン  始値 高値 安値 帳入値 前日比 出来高  

   10月限 - - - 91.50 - -  

   11月限 - - - 91.50 - -  

   12月限 - - - 91.50 - -  

   1月限 - - - 91.50 - -  

   2月限 - - - 91.50 - -  

   3月限 - - - 91.50 - -  

    合計      -  

灯油         

   10月限 - - - 90.20 - -  

   11月限 - - - 90.20 - -  

   12月限 - - - 90.20 - -  

   1月限 - - - 90.20 - -  取組高 (8/30)  

   2月限 - - - 90.20 - -  ガソリン 売 0 買 0 

   3月限 - - - 90.20 - -  灯油 売 0 買 0 

    合計      -  1枚=10kl  

 



◎概況・トッパー停止状況=トッパー停止数・3基 停止率8.3% 

○陸上ローリー市況 

 
 9月商談に移行した31日の東名阪4リム製油所出しは明暗が分かれた。スタートダッシュをかける

卸業者が複数見受けられる一方、様子見で距離を置く卸業者も多く、市況観はまちまち。政府の補

助金政策延長と見直しを巡り、慎重な市場関係者も多かったようだ。ガソリンは千葉で前日比2円、

川崎は同0.25円、中京が同2.4円、阪神が同2.1円の下げ。中間留分は川崎で値戻しが入る一方、阪

神は出物が拡がった。 

 地方出荷地は仙台で底上げに対し、四国や福岡は踏み込んだ出物が表面化し、下げスタートとな

った。 

 

○ドバイ原油市況 

 
 31日の価格動向 

ドバイ価格(東京午後5時時点) 87.01～87.05ドル 前日比0.09ドル安 

円建てドバイ価格 84.6円 前日比横ばい 

10月の国内製品コスト推定値 84.5円 9月平均比2.2円高 

8月29日(火)～9月4日(月)平均推定値 84.4円 前週比1.2円高 

8月30日(水)～9月5日(火)平均推定値 84.6円 前週比1.4円高 

8月の調整金(アラブ・ライト) 前月比+0.20ドル 前月比+0.2円程度 

9月の調整金(アラブ・ライト) 前月比+0.30ドル 前月比+0.3円程度 

※ドバイ原油:リム情報開発｢原油・コンデンセート｣レポート掲載のペーパースワップ価格を参照 

※10月の国内製品コスト推定値:8月28日～9月25日が対象、為替:三菱UFJ銀行TTS、石油石炭税込み 

※平均推定値:国内の土日祝日は対象から除外 

 

○元売り市中買い 

 
 民族系大手元売りは31日に東名阪のガソリンを合計600klは手当てしたようだ。売り手は広域系

など3社。灯油や軽油へのビッドはなかったという。 

 民族系最大手、民族系、中堅元売りは様子見を続けた。 

 

○9～12月のアセスメント評価対象について 

 
① 9月最終発刊日の29日は金曜日となるため、アセスメントは10月2日月曜日の受渡物を評価対象

とし、2～7日先までの受渡物が参考となります。 

② 10月最終発刊日の31日は火曜日となるため、アセスメントは通常どおり翌日の受渡物を評価対

象とし、2～7日先までの受渡物が参考となります。 

③ 11月最終発刊日の30日は木曜日となるため、アセスメントは通常どおり翌日の受渡物を評価対

象とし、2～7日先までの受渡物が参考となります。 

④ 12月最終発刊日の26日は火曜日となるため、アセスメントは通常どおり翌日の受渡物を評価対

象とし、2～7日先までの受渡物が参考となります。 

⑤ 年末年始は12月27日水曜日～1月4日木曜日を休刊日とし、1月5日金曜日から通常どおりレポー

トを発刊します。 

 

 



 

◎北海道(苫小牧・石狩) 

○概況 

Nov 
 

 9月渡し商談の初日はガソリン、灯油が反落。月替わりで価格提示を一新するディーラーが増え

た。また新たな燃料油補助金が9月7日以降に適用されることが明らかになり、7日以降の市況に大

幅先安観測が浮上したのも大きい。 

 一方A重油は9月渡しに移行し、販価を上方修正したディーラーが多かった。軽油はもち合い。

○ガソリン 

Nov 
 

【苫小牧】前日比0.2円安の93.3～93.7円(揮

発油税込み147.1～147.5円)。 

 反落。9月渡しに切り替わり見積もりの提

示を打ち出すディーラーが増加した。8月末

に比べ売り意欲を示す業者が増え、商談水準

は若干切り下がっている。 

 9月1日渡しを対象に、旧米メジャー系元売

り玉を扱う業者は147.1円の売唱えを新たに

打ち出した。民族系大手元売りの製油所出荷

玉を扱う業者は147円台前半～147.5円まで

で追随している。複数の業者が147円台半ば

までの玉を手当て可能と指摘した。一方、調

達可能な業者は限られるものの、145円台後

半～146円付近の玉も出回っている様子があ

った。 

○灯油 

Nov 
 

【苫小牧】前日比0.25円安の91.8～92.0円。 

 軟化した。先安観の台頭で各社の売唱えは

弱含んでいる。ただ先安観が明確になったな

かで新規の動意や引き合いは皆無に近く、「6

日渡しまでは厳しい状況だ」との声が複数の

業者から聞かれた。元々の買い気が極めて薄

いため、値下げの効力も少ないとの指摘もあ

る。もっとも、一部では他社提示を2円近く

下回る出物も現れ出していた。 

 1日渡しの取引では、在庫玉や製油所出荷

玉を扱う複数の業者は91.8～92円の売唱え

を提示している。表向きは92円までの玉が広

く出回っている様子があった。追随する業者

は限定されるものの、在庫玉を扱う業者の売

唱えでは90.2～90.4円の玉も点在していた。 

【石狩】1日渡し分を対象に、広域ディーラ

ーなどは92円台後半～93円付近を打ち出し

た。苫小牧出しとの価格差が1円程度になっ

ており、前日に比べ価格差が収縮している。

○軽油 

Nov 
 

【苫小牧】前日並みの92.0～93.0円。 

 もち合い。足元は模様眺めの相場となり、

商談水準は前日並みで推移した。灯油のよう

な在庫や販売枠の消化売りは見られない。 

 1日渡しの取引では92～93円の相場が継続。

課税玉では民族系大手元売りの製油所出荷

玉を扱う業者を中心に92円以上の売唱えが

散見されている。他に93円台後半の課税玉も

点在していたが、活発にやり取りされた様子

は見受けられなかった。未課税玉では93.4～

95.8円まで幅広い売唱えが示されていた。

 

○重油 

Nov 
 

【苫小牧】A重油は92.0～92.3円と前日比 0.35円高。 



 

 

 切り上がった。8月末までは販売数量の確

保を狙った売り込みが生じていたため、月替

わりを機に卸業者間の売唱えが切り上がっ

た。ただ先安観の台頭により、水面下では91

円台の出物も垣間見られる。 

 1日渡しの取引では民族系大手元売りの製

油所出荷玉を扱う業者が92～92.3円と92円

台前半の売唱えを示している。92.3円までで

あれば複数の業者が手当て可能な状況のよ

うだ。在庫玉を扱う業者のなかには91円台後

半を打ち出す動きも見られた。また数量限定

であるものの91円台前半の玉も生じている

との声も聞かれる。

 

◎東北(仙台) 

○概況 

Nov 
 

 スポット流通玉市況は白油が底上げされた。31日渡しまでの消化売りの後退が主因。とはいえ、

7日以降の補助金拡充を背景とした先安観から、2日以降は東名阪や他地区の動向を見据えて下値を

探る動きが出てくる展開と見る市場関係者が大勢だった。 

 

○ガソリン 

Nov  
【仙台】92.7～93.2円(揮発油税込み146.5～

147.0円)と前日比0.1円高。 

 製油所出荷玉をベースとした商社系、広域

ディーラーの1日渡しからの唱えは146.5～

147円、147.1円以上。消化目的の146.5円割

れの売りは後退したが、市場で147円前後の

玉が一定流通していることに変わりなく、先

安観測も相まって積極的な売りでは146.5円

までオファーを複数が受けていた。 

【青森・八戸】TOT出荷の中堅元売り玉を扱

うディーラーの唱えは147円前後～147.5円

に下振れ。主要出し元玉をベースとした唱え

は148.5円前後が伝えられるにとどまり、月

次コストに連動した玉を保有するディーラ

ーへの追随を避けていた。

○灯油 

Nov 
 

【仙台】92.0～92.4円と前日比0.2円高。 

 製油所出荷の商社系、広域ディーラーの1

日渡しからの唱えは92～92.4円、92.5円以上

と底上げ。31日渡しまで流通していた92円割

れの売りが後退したが、オーダーも閑散とし

ており、気配値が先行している。 

【青森・八戸】民族系最大手玉、旧外資系元

売り玉、民族系元売り玉の複数ディーラーの

1日渡しからの唱えは93.5円前後～94円前後。

TOT出荷の中堅元売り玉、民族系元売り玉の

複数ディーラーが92円～92.5以下を唱えて

買い気を喚起しており、92円割れで消化に努

めるディーラーも漸増していた。

○軽油 

Nov 
 

【仙台】91.4～91.8円と前日比0.85円高。 

 製油所出荷ルートの商社系、広域ディーラ

ーの1日渡しからの唱えは課税で91.4～91.8

円、92円以上に底上げ。また、未課税を扱う

商社系、広域ディーラーは販売を手仕舞う動

きが広がったが、92.5円前後など、いずれも

消化売りの後退を映した。 

【青森・八戸】民族系最大手玉、民族系元売

り玉、旧外資系元売り玉をベースとした商社

系、広域ディーラーの1日渡しからの唱えは



 

 

課税は91円台半ば～92円台前半。92.5円以上。

未課税は93円台半ば～94円台前半。TOT出荷

の、中堅元売り玉、民族系元売り玉では、課

税で91円前後まで下値を探る動きも点在し

ていた。

 

○重油 

Nov 
 

【仙台】A重油は90.0～90.5円、LSA重油は

90.5～91.0円といずれも前日から横ばい。 

 製油所出荷玉の商社系、広域ディーラーの

1日渡しからの唱えは90～90.5円、91.3円以

上。LSA重油の唱えは0.5円高が主流。消化売

りが後退したとはいえ、9月販売も月次では

苦戦するとの見方が根強く、売り気のあるデ

ィーラーは90.5円以下を唱えて買い気を探

っていた。 

【青森・八戸】旧外資系元売り玉と民族系最

大手玉のディーラーの1日渡しからの唱えは

92.5円を挟んだ価格帯のまま。複数ディーラ

ーの唱えは92.4～93.2円など、前日から大き

な変化はなかった。

 

◎京浜 
○概況 

Nov 
 

 9月相場は千葉と川崎で明暗を分けた。千葉でキグナス石油玉を取扱う卸業者の多くがいつも以

上のスタートダッシュで市況を牽引。一方、川崎では、月変わりを機に踏み込んだ出物がいったん

退くなど、流通玉の違いが市況に表れた。もっとも、八潮や横浜の二次基地で踏み込んだ出物が早

くも流れており、「川崎玉も徐々に裁定が働いていく」(複数の卸業者)。 

 気象庁がまとめた1カ月予報によると、関東甲信地区はしばらく厳しい残暑が続きそうだ。 

 

○ガソリン 

Nov 
 

【千葉製油所】前日比2.0円安の89.7～90.7

円(揮発油税込み143.5～144.5円)。 

 下振れで9月商談がスタート。年末までの

補助金政策が発表され、小売価格の激変緩和

から小売価格180円、さらに175円へと価格統

制に舵を切ったため、市場関係者の多くが先

高期待から先安観測に切り替えた。卸業者間

では月の市況変動に左右される販売枠の整

理売りが必要との認識で一致。中堅元売り玉

を得意とする卸業者は我先にと踏み込んだ

売りを提示し、買い手にアピールしている。 

 市場では、民族系大手元売りが市中調達を

再開。地場や広域系から145.1円で出物を確

保。また、卸業者や小売業者間でも145円前

後で複数のやり取りが寄せられている。 

 一方、別の商社間や広域系間では143.5～

144円台のやり取りも複数表面化。なかには

個別玉と称した142～142.5円など、踏み込ん

だやり取りが見え隠れするなど、広いレンジ

に取引、ないしは売買唱えが点在した。月変

わりを機に、いったん値上げし様子を見る卸

業者もおり、全社的な価格競争の激化とまで

は言えないものの、これまで補助金の減額に

伴う段階的な底上げ、さらに10月以降の市況

高を見据えて相場を捉えていた卸業者には

焦燥感も見受けられた。 

【八潮】前日比0.3円安の91.0～91.8円(同

144.8～145.6円)。 

 下振れで9月商談スタート。広域系の一角

は145.6円を複数に提示し、地場間で144.8～

145円、145.4円などの売唱えが点在し、市況

を形成。小売価格の抑制方針への転換伴う先

高期待の後退で、卸業者の多くが在庫玉の整

理売りが続いている。千葉や横浜を含め、出



 

 

荷地間の価格競争も強い。 

【川崎製油所】前日比0.25円安の91.7～92.2

円(同145.5～146.0円)。 

 弱含み。千葉ほどではないものの、近隣出

荷地の軟化もあり、買い気はトーンダウン。

市場では、中堅元売り玉の流通がない分、相

対的に高めとされ、旧外資系玉や民族系玉を

ベースに145.5～146円の売買唱えが複数点

在。民族系玉を取扱う広域系は147円台、向

け先で146.5円まで対応可としたものの、「オ

ーダーはほとんどない」(広域系)。 

 月変わりを機に147円台まで販価を引き上

げる卸業者も見受けられたが、関心を示す市

場関係者はほぼ皆無だった。 

 海上市場で元売りや大手商社の市中調達

は浮上せず、今のところ取引は閑散。 

【横浜】前日比1.5円安の89.7～90.2円(同

143.5～144.0円)。 

 棒下げ。横浜ターミナルでは、商社から在

庫玉の放出が続いており、この日は143.5～

144円でのやり取りや売買唱えが複数寄せら

れ、市況を形成した。水面下で商社は142円

台の製油所玉を調達している節もあるが、数

量などは判然とせず。 

市場では10月以降の補助金事業終了を見

越し、溜め込んでいた在庫玉の逆流が起こっ

ている。朝方は整理売りとして販価145円台

で複数に声掛けした形跡が見られたが、近隣

玉の値下げを受け、144円切れ対応も止む無

しと判断したようだ。 

【川崎・横浜平均】前日比0.9円安の144.8円。 

【東商取】バージガソリン10月限は90円(同

143.8円)で日中取引を終えた。原油9月限の

クラックスプレッドは11円。 

○灯油 

Nov 
 

【千葉・川崎製油所】千葉が前日比1.2円安

の87.1～87.5円、川崎が同2.5円高の90.5～

91.5円。 

 千葉が反落した。燃料油補助金の拡充が正

式決定したのを受け、当面の陸上市況に先安

観が拡大。一部ルートの仕入れを有する卸業

者の間で失望売りが広がっている。今後のガ

ソリン小売価格、原油相場、為替次第ではあ

るものの、新たな補助金の計算式上9月に限

らず、10月以降も支給単価がさらに増える可

能性があり、現時点で「冬場の溜め込みを考

えられる状況にない」(ディーラー)ことも相

場を冷やす一因だ。川崎は反発。前日時点で

生じた月次枠の消化売りが月変わりを機に

鳴りを潜めた。 

 千葉出しの9月1日対応分では中堅元売り

ルートで87.1～87.5円の商談が聞かれた。同

元売りルートでは先安を視野に入れ、次週の

仕切り価格改定目前となる同6日出荷分をひ

とつのタイムリミットと定めた売りが強ま

っている。足元は月変わり早々の下げ足の早

さに舌を巻く卸業者も多く、京浜以外のエリ

アで活動するディーラーの間でも、千葉出し

の相場陥没ぶりに一定の関心が集まってい

た。このなか目先は87.5円までで複数の卸業

者が玉と指摘。旧外資系元売りルートなどで

は91～94円台といった出物もあるが、相対的

に高値と映りやすかった。旧外資系元売り玉

をベースに93円台で打ち出したあるディー

ラーは、競合ディーラーの売り込みを目の当

たりにし「コスト的に追随できない。次週の

仕切り改定までは出番がなさそう」(卸業者)

と嘆息していた。 

 川崎出しでは1日期限で90.5～91.5円の売

唱えが広がった。旧外資系玉などをベースと

する出物のようだ。目先は前日時点の売り圧

力が一転。千葉とは対照的に地合いの強さが

鮮明だった。もっとも現時点で提示された売

唱えは月変わり直後の様子見含みの側面も

大きい。実際の荷動きは限定的もいわれてお

り、一部では形だけの価格提示に陥っている

と冷めた見方も寄せられている。 



 

 

【八潮】前日比1.5円安の87.5～88.0円。 

 反落。先安観の台頭が弱材料視されている。

9月1日出荷分では87.5～88円の売唱えが広

がった。有力ディーラーの一角が88円まで値

下げし、スポット市況の上値を形成。地場デ

ィーラーの間では88円の下値を潜った売り

が点在する状況となっている。 

【横浜】前日比0.9円安の87.7～88.5円。 

 続落。9月1日出荷分では87.7～88.5円の売

買唱えが寄せられている。補助金の拡充を受

けて年内の市況に天井感が出始めているの

が相場の重荷。先安を警戒し在庫の圧縮を図

る売り手もいるようだ。こうした状況のなか

88.5円までで複数のディーラーが玉を手当

て可能と指摘。これを上回る玉は買い手の反

応がいまひとつという。 

【東商取】東商取10月限のバージ灯油帳入値

は前日比2円安の88円。出来高はゼロ。 

【海上市況】京浜は現在92円程度で推移して

いる。

 

○軽油 

Nov 
 

【千葉・川崎製油所】課税玉は千葉が前日

比0.25円安の87.5～88.5円に対し、川崎は同

1.0円高の89.0～90.0円。未課税玉は千葉が

同0.95円高、川崎が同0.65円高の89.9～90.9

円となった。 

 課税玉は千葉、川崎で明暗が分かれた。千

葉では中堅元売り玉を取扱う複数の卸業者

から一歩踏み込んだ販価提示が拡がりを見

せた。広域系の一角は87.5～87.9円の出物が

散見されたほか、旧外資系玉を取扱う卸業者

からも88.5円の売唱えが散見。月変わりを機

にいったん販価を引き上げる卸業者も多か

ったものの、中堅元売り玉を取扱う卸業者は

早めの枠消化を目指し、初日から猛ダッシュ

をかけている。 

9月は補助金減額と打ち切りが当初予定

されていたものの、年末まで延長、さらに増

額に伴う価格抑制と、真逆の動きに政府が舵

を切り出したため、市況に連動する販売枠取

り扱い業者間では焦り売りが表面化。とくに

千葉側でその傾向が強かった。 

一方、川崎では、8月末まで残った割安玉

がいったん整理され、旧外資系玉をベースに

89円に販価を置く地場系が散見された。その

ほかでは90～91円台、なかには93円台に販価

を置く卸業者もおり、千葉と比べて1.5円相

当の価格差が付いた。 

未課税玉は底上げ。広域系中心に月変わ

りを機に割安玉が整理された。 

もっとも、先高期待から先安観測に転換

したため、系列価格並みの市況観にはほど遠

く、旧外資系玉や民族系最大手玉を取扱う広

域系から89.9円の売唱えが散見。なかには93

～95円台の売唱えも寄せられたものの、関心

を示す市場関係者は限られた。 

【八潮・横浜】八潮は前日比1.7円安の87.8

～88.8円、横浜も同1.7円安の87.5～88.0円。 

 八潮、横浜ともに下振れ。在庫玉の一掃セ

ールが卸業者間で拡がった。年末まで小売価

格が統制され、先高期待がほぼ失せたため、

在庫整理に動く卸業者が複数点在。八潮では

広域系が89円を広く提示したものの、地場間

では87.8～88円を提示し、89円はやや割高と

された。 

 また、横浜でもCTT玉、さらに横浜ターミ

ナル玉を取扱う卸業者間で87.5円や87.8円、

88円の出物が散見され、市況を形成した。 

 この日、防衛装備庁は12月納め艦船軽油の

海上入札を実施。横須賀カリ入りタンク向け

2,000klを商社が届け88.1円を落札している。

市場関係者間では、割安との声も寄せられた

ものの、12月までの先安を見た場合、大口玉

の向け先としては決して悪くないとの声も

聞く。 

【産燃動向】大手食品メーカーの物流基地

向け週決め交渉は、神奈川や埼玉の基地向け



 

 

が届け123円台半ばでまとまった。9月に入り、

中間決算を意識した数量確保の側面も色濃

く出たようだ。ただ、卸市況とはタイムラグ

もあり、卸安の産燃高の様相を呈している。 

 

 

○重油 

Nov 
 

 【千葉・川崎製油所】LSA重油は千葉が前日

並みの87.3～88.0円、川崎が同2.75円高の

89.9～90.9円。A重油は千葉が同0.15円安の

87.3～87.5円、川崎が同2.35円高の89.4～

90.4円。 

 LSA重油は千葉と川崎で市況が分けた。軽

油同様、千葉では中堅元売り玉を取扱う卸業

者が踏み込む一方、川崎は民族系玉や旧外資

系玉を取扱う卸業者が値戻しに動き、9月相

場入り。 

 千葉では、中堅元売り玉をベースとする

87.3～87.5円、さらに旧外資系玉を取扱う広

域系から88円の出物が散見。白油同様、先安

を見越し、市況に連動する中堅元売り玉は売

り込みが強まった。 

 一方、川崎は千葉ほど踏み込んだ出物はな

く、旧外資系玉や民族系最大手玉を中心に

89.9円、さらに91円台と、千葉に比べてスロ

ースタートだった。 

 A重油は千葉が87.3～87.5円に対し、川崎

は89.4～90.4円と、約2円の価格差で9月相場

入り。 

【八潮・横浜】八潮は前日並みの87.5～88.0

円、横浜は同0.4円安の87.5～88.0円。 

 八潮は先行値下げが浸透し、この日は様子

見が拡がった。 

一方の横浜は白油3品同様、在庫玉の整理

も入り、87.5～88円にかけて売買唱えが広く

寄せられ、市況を形成した。補助金政策の拡

大により、月末さらに年末に向けて上げ局面

に乏しい地合いとなり、買い手からは積極的

なマーケットチェック意欲が後退。様子見が

拡がっている。 

 

◎中京 
〇概況 

Nov 
 

 製油所は白油、9号地は全油種下落した。政府による補助金拡充で9月7日以降、市況が暴落する

との観測が浮上。月間市況に連動した玉、8月までに積み上げた在庫玉が一斉に売られ、相場が押

し下げられた。 

 一方、製油所の未課税軽油は反発。9月商談入りで一旦販価を見直し、様子見に退く業者が多か

った。課税軽油と比べ月間市況に連動した玉の流通量が少なく、先安観測に対して売り圧力がかか

りづらい。課税軽油との格差が大きく開いたが、課税軽油にさや寄せする形で未課税軽油でも値下

げが進むとみられており、相場の開きは一時的とみられている。 

 製油所の重油はもち合った。模様眺めに徹するプレーヤーが多かった。商談の本格化は9月2日か

らとみている業者が多かった。 

 

○ガソリン 

Nov  
 製油所、9号地ともに急落した。補助金が9

月7日以降、7円程度増え、元売り各社が仕切

りを実質6円程度下げるとの見方が浮上。先安

観から月間市況に連動した玉、在庫玉の処分

売りが加速した。利益確定売りに加え、あら

かじめ握った固定値玉の損切りもみられた。 



 

 

 卸価格の下げが小売価格に反映されるのに

相当程度時間がかかるとみられるため、翌週

も補助金が大幅に増える公算が大きく、相場

をさらに強く圧迫する可能性がありそうだ。 

 補助金拡充報道で消費者に間にも小売価格

の先安観が広がっており、小売出荷にも減少

傾向が出ている。在庫を抱え販売意欲が旺盛

な売り手が多いなかとあって、当面は買い手

優位に商談が進みそうだ。 

【製油所】前日から2.4円安の90.2～90.7円

(揮発油税込み144.0～144.5円)。 

 四日市では、旧外資系元売り玉、民族系元

売り玉、大手商社玉をそれぞれ扱う複数ディ

ーラーが144～144.5円まで販価を引き下げ、

受注を獲得した。月間市況に連動した玉が主

な原資になったもよう。 

 民族系大手元売りが145.1円でビッドした

のに対し、複数ディーラーが売りに応じ、計

200klが成約されたようだ。先安を見越し、手

持ちの処分を進める売り手が多かった。ただ

し、一般的な取引水準と比べ割高に映った。 

 一方、民族系元売りの月間玉を担いだ広域

ディーラーなどは147.4円で提示し静観モー

ド。9月末にかけて補助金が増額される見込み

となっており、月後半での販売を狙っている

ようだ。 

【9号地】前日から1.5円安の89.9～90.8円

(揮発油税込み143.7～144.6円)。 

 地場タンク玉、広域タンク玉、商社タンク

玉をそれぞれ扱う卸各社が143.7～144.6円ま

で対応し、受注を獲得したようだ。月間市況

に連動した玉、在庫玉の消化売りが進められ

た。水面下では、有力独立系SS向けには143

円台半ばまで提示されたようだ。 

【貿易統計】財務省が30日発表した貿易統計

によると、名古屋港に7月に入ったガソリンは

韓国積み4万4,130klだった。加重平均単価は

リットルあたり約83.6円と前月から1.6円程

度上がった。7月の補助金月間平均は9.9円の

ため、実質73.7円程度とみられる。同月の9

号地出しスポット価格月間平均価格は約81.6

円と前月比3.8円ほど上昇した。 

 一方、7月に名古屋港に入ったバイオエタノ

ールは計2,217klだった。加重平均単価はリッ

トルあたり約135.3円と、前月から2.1円ほど

下がった。内訳は米国積み243klが同175.1円、

豪州積み588klが同160.4円、ブラジル積み

1,005klが同125.3円、南アフリカ積み380kl

が同97.6円。 

 バイオエタノールはガソリンに混ぜて販売

される。ガソリンの輸入価格より割高だが、

ガソリン税が課されないため、国内に流通し

やすくなっている。熱量はガソリンの約6割に

とどまるため、理論上は混合率が高まればそ

れだけ燃費が下がる。 

【先物市況】東商取中京ローリー10月限の帳

入値は前日比横ばいの145.3円。出来高はゼロ。

 

○灯油 

Nov  
 製油所、9号地ともに下落した。ガソリン同

様に先安を意識した売りが先行した。ただし、

実需仮需ともに乏しく値下げしても売れない

ため、むやみに値下げしない構えの卸業者も

少なくなかった。 

【製油所】前日から1.0円安の90.0～91.0円。 

 四日市では、旧外資系元売り玉、民族系元

売り玉をそれぞれ扱う複数ディーラーが90～

91円で商談を進め、新たな相場を形成した。 

 民族系最大手元売り玉を担いだディーラー

など92～95.8円で提示する業者も目に付いた。

元売り週決め玉がベースになっているとみら

れるが、こちらは買い手の関心が薄かった。 

【9号地】前日から1.2円安の89.5～90.5円。 

 広域タンク玉、地場タンク玉をそれぞれ扱

う複数ディーラーが89.5～90.5円まで対応し、

在庫の処分を進めた。商社タンク玉を扱う卸

各社は91～91.7円で打ち出したが、踏み込み



 

 

不足でやや割高に映ったようだ。 

【先物市況】東商取中京ローリー10月限の帳

入値は前日比横ばいの90.2円。出来高はゼロ。

 

○軽油 

Nov 
 

 製油所の課税玉、9号地玉が下がった。先

安観から売りが先行した。一方、製油所の未

課税玉は底上げされた。月変わりでいったん

値上げし様子見に退く業者が多かった。 

【製油所(課税)】前日から1.0円安の87.5～

88.5円。 

 四日市では、民族系元売り玉を扱う複数デ

ィーラーが87.5～88円で売り唱え、市場をリ

ードした。大手商社玉を担いだディーラーも

88.5円まで対応し、受注を獲得したようだ。

中堅元売りルートの月間市況に連動した玉

を担いだディーラーは89円まで対応したが、

こうした玉に競り負けたという。 

 旧外資系元売り玉、民族系最大手元売り玉

の取扱い各社は週決め玉をベースに 90～

92.5円で提示したが、市場の関心外だった。 

【製油所(未課税)】前日から1.2円高の92.3

～92.6円。 

 四日市では、大手商社玉を扱う大手ディー

ラーや、旧外資系元売り玉を担いだ商社系デ

ィーラーが92.3～92.6円まで販価を引き上

げた。9月商談初日で競合他社の動向窺いを

優先する業者が多かった。9月から値上げを

宣言し8月末に注文を集めたため、値下げし

づらい向きもあったようだ。 

【9号地】前日から0.55円安の89.8～90.5円。 

 商社タンク玉を扱う複数ディーラーがタ

ンク在庫の早めの処分を目的に89.8～90.5

円まで値下げした。地場タンク玉、民族系最

大手元売り玉を扱う卸各社は92円台とやや

割高な価格設定だった。

○重油 

Nov 
 

 製油所は変わらず。この日は様子見に徹す

る業者が多かった。一方、9号地は在庫の処

分売りで相場が下押された。 

【製油所(LSA重油)】前日から横ばいの89.5

～90.5円。 

 四日市では、大手商社玉を扱うディーラー

が89.5円、旧外資系元売り玉、民族系元売り

玉の取扱い各社が90.5円でそれぞれ販売を

進めた。 

【製油所(A重油)】前日から横ばいの89.0～

90.0円。 

【9号地】前日から0.65円安の88.5～89.3円。 

 地場タンク玉、商社タンク玉をそれぞれ扱

う卸業者は88.5～89.3円まで販価を引き下

げた。8月末までに積み上げた在庫が潤沢で

売り気が旺盛な卸業者が散見された。実需仮

需不足で浮遊玉の吸収力が乏しく、タンク在

庫の処分売りが続きそうだ。

◎阪神 
○概況 

Nov 
 

 9月渡し商談に切り変わったスポット市況は前日と比較し白油三品が下落。月初めとあり、手探り

で商談入りする卸業者はいたものの、全体的に値下げ対応が広がっている。政府が燃料油補助金の

拡充策を表明したのを受け、次週の仕切り価格改定の大幅な実質引き下げ予想が強まったためだ。

 

 



 

 

 

○ガソリン 

Nov 
 

【堺製油所】前日から2.1円安の89.7～90.7

円(揮発油税込み143.5～144.5円)。 

 下落。スポット市況月間平均値に連動する

玉を扱うディーラーの間では、月初め早々の

売りが強まっている。まだ不透明感は残るも

のの、次週の仕切り価格改定は補助金増額の

影響で実質的に5円規模の引き下げとなる可

能性があり、陸上市況の先安を意識した売り

手の間では仕切り価格改定前の「9月6日出荷

分までが勝負」(卸業者)との意向が伝わる。 

また同7日以降に適用される補助金の新た

な算出方法は、支給単価の上限が実質青天井

となっており、6月以降定着していた先高観は

ここにきて消滅。複数のディーラーは売りの

スタートダッシュをかけており、市中では9

月渡し商談スタート早々の地合いの弱さを失

望する声も複数寄せられている。この日は早

い時間帯に提示された持ち届け価格の下値を

潜った売りが、その後の蔵取り商談で広がっ

た節もある。 

 9月1日出荷分では四国の中堅元売り玉、中

堅元売り玉をベースとする143.5～144.5円の

売唱えが聞かれた。月初めとあり144円超えで

市場をいったん静観するディーラーがいる半

面、先安を懸念し早めの月次枠消化を試みる

ディーラーの間では143円台の売り込みが点

在する状況となっている。見積もり上は144.5

円までの価格提示が応分に浸透。向け先によ

っては144.5円で引き合いがあるとの指摘が

あった。このほか地場の懇意先に対しては

143.5円割れの販売を容認する売り手も見え

隠れ。現在の仕切り価格、次週の仕切り価格

改定予想幅を考慮し、売りと判断するディー

ラーがいるようだ。ただ、表立って追随する

動きは限られていた。 

 元売りの市中調達は民族系大手元売りが買

いを再開。この日は阪神製油所玉を145.1円で

買い付けたといわれている。ただ、卸業者間

でこの水準の玉を買い求めるディーラーは少

なそうだ。 

【油槽所】前日から2.15円安の89.7～90.7円

(揮発油税込み143.5～144.5円)。 

 軟化。陸上市況の先安観が響いた。9月1日

渡し分では堺ターミナル出しで143.5～144.5

円の売唱えが広がった。目先は安値の深追い

を避けて144円以上の提示で市場を静観する

ディーラーもいたが、全体的に相場は下振れ。

市中では144.5円までの出物が広く手当て可

能となっている。当初145円超えの商談入りを

めざした一部のディーラーは、こうした状況

を目の当たりにし戦意喪失したという。 

また櫻島ターミナル出しでは144.5円の売

唱えが寄せられている。 

【届け市況】EX 換算144～145円程度の商談が

聞かれた。量販店向けの安値圏では同143円台

後半の売買も始まっているようだ。また一部

の大口バイヤー向けでは同143円台前半の売

りが始まった形跡もあるという。 

【東商取】東商取10月限の帳入値はバージが

前日並みの90円(揮発油税込み143.8円)、中京

ローリーも前日並みの91.5円(同145.3円)。 

【海上市況】西日本は現在92円台半ばで推移

している。

○灯油 

Nov 
 

【堺製油所】前日比0.75円安の90.5～91.0円。 

9月商談は下振れスタート。補助金事業の延

長と価格抑制方針を受け、先高期待から先安

観測への商流を織り込んだ。 

市場では、四国の中堅元売り玉を取扱う広

域系が販価90.5円を複数に提示。別の地場大

手は90.8円、さらに広域系は91円で売りを唱

え、市況を形成。補助金増額による上値抑制、



 

 

さらに10月にはもう一段の増額に伴う小売価

格の抑制が働くとされ、買い手の多くは様子

見に切り替えた。すでに水面下では90円割の

対応可と伝える卸業者も見え隠れするなど、

これまでの相場観の見直しが急ピッチで進め

られている。 

元売りや大手商社なども沈黙。今冬向けの

溜め込み買いは伝わらない。 

【油槽所】前日比1.3円安の90.0～91.0円。 

櫻島ターミナルで大手タンク業者が値下げ

に応じ、90～90.5円で対応可としたほか、堺

ターミナルでも広域系中心に四国の中堅元売

り玉をベースとした90.5～91円の売唱えが広

がりを見せた。先高期待の後退から積極的な

買い気は見当たらず、91円を超える出物に対

し、関心を示す市場関係者はほぼ皆無。 

【東商取】東商取バージ10月限は前日比2円

安の88円で日中取引を終えた。中京ローリー

10月限は変わらずの90.2円で取引を終えてい

る。 

○軽油 

Nov 
 

【堺製油所】課税玉が前日から0.65円安の

87.5～88.0円、未課税玉が同1.5円安の89.5

～90.5円。 

 課税玉、未課税玉ともに下落。陸上市況の

先安観測が売りを促している。軽油は前日ま

での相場が崩れていた分、当初は月変わりに

伴う相場上昇を予想する声も出ていたが、ふ

たを開ければ地合いの弱さが継続。月変わり

のタイミングで補助金拡充策の具体的な内容

が伝わったのが響いた。31日出荷分までで在

庫補充を済ませた買い手が多かったのも相場

の重荷となっている。 

 課税玉の9月1日出荷分では民族系大手元売

り玉、四国の中堅元売り玉、中堅元売り玉を

ベースとする87.5～88円の売唱えが浸透。複

数のディーラーが88円までで玉を手当て可能

と指摘している。 

また前日時点で相場上昇を期待していた卸

業者の間では失望ムードも拡大。1日出荷分で

積極的に売り込んだディーラーに対しては、

価格競争に「周りが巻き込まれてしまう」(卸

業者)と不快感を示す声も聞かれた。実際のと

ころ先安観を嫌気したディーラーの間では

87.5円割れの売りも散見。一部では87円に迫

る売りも出ていたが、表立って打ち出すディ

ーラーがやや限られていたようだ。 

 未課税玉は1日出荷分を対象とする特徴義

務者向けが89.5～90.5円まで下振れ。先安観

の台頭に加え、8月渡し商談の終盤で生じた品

薄感が、9月渡し商談への移行を機に解消した

ことも影響している。91～92円台など90.5円

を大幅に上回る売唱えも寄せられているが、

課税玉との対比などで買い妙味を見出しにく

いとの指摘が多かった。水面下では89.5円割

れの取引が一部進み始めた節もある。 

【油槽所】前日から1.0円安の87.5～88.5円。 

 弱含み。製油所出し同様に売り気が強い。9

月1日期限では堺ターミナル出しの課税玉が

87.5～88円程度で推移。88.5円超えの課税玉

に興味を示す買い手は見当たらない。 

また櫻島ターミナル出しの未課税玉は90～

90.5円で推移している。 

【インタンク市況】週決め案件では食品大手

が大阪府下に設けた複数の物流基地向けが届

け123円台前半、京都府下の基地向けも同123

円台前半で妥結。また9月前半納め案件では宅

配大手が大阪府下、兵庫県下に構える拠点向

けがいずれも同123円台前半でまとまってい

る。 

【海上市況】西日本は現在95円程度で推移し

ている。



 

 

 

○重油 

Nov 
 

【堺製油所】A 重油が前日から横ばいの89.0

～89.5円、LSA 重油は同横ばいの89.5～90.0

円。 

 もち合った。8月終盤の市況が月次枠の消化

売りで陥没していた分、足元で追加の値下げ

は限定的。白油三品と比較し相場は底堅く推

移している。月初めから自社玉消化に乗り出

すディーラーもいるが、卸業者間の蔵取りベ

ースで広く売り込む動きは限られていた。 

 LSA 重油の9月1日出荷分では中堅元売り玉

をベースに販価を組み立てたディーラーが

89.5～90円で打ち出している。足元の仕切り

価格対比では割安に映る水準だが、次週の仕

切り価格改定の実質引き下げを考慮し売りに

応じる卸業者がいるようだ。先安観が強い分、

買い気が減退傾向にあるのも目先の売り材料

とされている。見積もり上は民族系最大手元

売り、旧外資系元売りルートの92円台など90

円を大幅に上回る売唱えも広がっている。 

ただ、相対的に荷動きは精彩を欠くという。

このほか局所的には89.5円割れの売りが一部

生じた様子も見受けられた。 

 A重油は LSA重油比0.5円安で推移している。 

【海上市況】西日本は現在 A 重油が92円台前

半、LSA 重油が92円台後半となっている。

◎四国 
○概況 

Nov 
 

 全油種で続落。経済産業省が9月7日から燃料油補助金を拡大すると発表したことを受け、スポッ

ト市況月間平均値に連動した玉を扱う業者などは月初めから売り込みを強めた。一方で、9月7日以

降は燃料油補助金が大幅増額するとの見方が強まり、民族系元売り玉を扱う業者のなかには玉を温

存し、7日以降に商機を定める業者もいる。このため、売り手の提示価格は大きく異なっており、5

円以上の乖離も見られている。

○ガソリン 

Nov 
 

 前日比1.35円安の90.2～90.9円(揮発油税

込み144.0～144.7円)。 

大幅続落。先安観測が強まっており、中堅

元売り玉を扱う業者を中心に売りが膨らんだ。

一方で、7日以降を商機と定め、販価を提示し

様子見に退く業者もいるなど、ルートによっ

てばらつきが見られた。 

【坂出】1日渡し分までを対象に、中堅元売

り玉を扱う業者や他社玉をベースに組み立て

た業者などは144～144.7円に販価を下方修正

し、買い気を探った。ほかには145円台から149

円台までの売り物が散見されるが、144円台の

売り物に比べると買い気が鈍いもよう。「先

安観測が浮上していることもあって、買い手

はオーダーを先延ばしにしている」(広域系、

商社系)との声が寄せられた。 

【菊間】四国の中堅元売り玉を扱う業者など

は145.8円を提示し、様子見姿勢を取っている。 

【水島】民族系元売り玉を扱う業者や他社玉

を担いだ業者などは146.7～146.9円に値上げ。

ただ、146円台後半の売り物は高値圏に位置し

ており、「オーダーがほとんどなかった」(商

社系)という。また、小売業者向けは EX パイ

プに換算し、145.5円の売り物も出回っている

が、145円以下でないと興味を示す業者は少な

いとの指摘がある。

 

 



 

 

 

○灯油 

Nov 
 

 前日比1.25円安の89.3～89.7円。 

大幅下落。先安観測の台頭で、スポット市

況月間平均値に連動した玉を扱う業者などを

中心に、積極的な売り込みが展開された。 

【坂出】1日渡し分までを対象に、中堅元売

り玉を扱う業者や民族系元売り玉を扱う業者

などは89.3～89.7円を提示した。複数の業者

から89.7円までの玉を手当て可能なため、

89.8円以上では動意が限られるもよう。「そ

もそも需要が乏しく、ガソリンや軽油の積み

合わせで2～3kl の注文があるだけ。思いのほ

か、月初めから相場が大きく崩れて困惑して

いる」(商社系)との声が寄せられた。 

【菊間】四国の中堅元売り玉を扱う業者は92

円に販価を切り上げ、様子見に退いた。 

【水島】民族系最大手元売り玉を扱う業者な

どは91円を提示し、売り込みを続けている。

ほかには92円や93円などの高めの提示が多い

こともあって、91円は動意水準だという。

○軽油 

Nov 
 

 前日比0.7円安の87.7～88.3円。 

続落。手持ち玉のルートによっては市況の

天井感を意識した値下げが出ており、商談水

準は軟化した。民族系元売り玉ルートのなか

には、6日まで見積もりの提示を取りやめた業

者もいる。 

【坂出】課税玉では1日渡し分までを対象に、

民族系元売り玉を扱う業者や旧外資系元売り

玉を扱う業者などは87.7～88.3円の売唱え。

ほかには89円以上の唱えが散見されるが、オ

ーダーが入りやすい水準は88.3円までだとい

う。 

一方で、水面下の個別交渉では、87円台半

ばで売りに応じる業者もいるもよう。 

未課税玉では92～96.2円の玉が、民族系最

大手元売り玉を扱う業者や旧外資系元売り玉

を扱う業者などから流通している。 

【菊間】課税玉では、四国の中堅元売り玉を

扱う業者が89.5円の提示を続けているが、89

円台では動意が薄いという。 

【水島】課税玉では、民族系最大手大手元売

り玉を扱う業者などが90.5～90.8円を提示し、

買い気を探った。このほかには91円台後半の

売り物が多く、90.8円までの玉に興味を示す

業者は一定数いるようだ。

○重油 

Nov 
 

 A 重油が88.5～89.0円、LSA 重油が89.0～

89.5円といずれも前日比0.75円安。 

続落。先安観測で複数の業者が、月初めか

ら売れる価格帯に販価を寄せており、スポッ

ト市況は押し下げられた。 

【坂出】A 重油では1日渡し分までを対象に、

民族系元売り玉を扱う業者や旧外資系元売り

玉を扱う業者などは88.5～89円に販価を寄せ

てきている。 

LSA 重油は89～89.5円。A 重油、LSA 重油と

もこれらの価格帯に該当しない提示もあった

が、積極的にやり取りされた様子は窺えなか

った。 

【菊間】A 重油では、民族系最大手元売り玉

を扱う業者や他社玉を担いだ業者などが92.4

円を提示したが、92円台は高値圏に位置して

いるもよう。LSA 重油は A 重油に比べ0.5円高

で推移。 

一方、四国の中堅元売り玉を扱う業者は

LSA 重油のみの提示で、90円を唱えているが、

こちらの玉に関心を寄せる買い手は少ないよ

うだ。 



 

 

【水島】A 重油では、民族系最大手元売り玉

を扱う業者などが88.5円を売り唱え、受注喚

起を図っている。こちらの玉であれば、一定

のオーダーを得ることができるとの声が聞か

れた。LSA 重油は A 重油に比べ0.5円高。

◎九州(福岡) 
○概況 

Nov 
 

 スポット流通玉市況は全面安。7日からの補助金支給の拡大が材料視され、在庫玉や月次コスト

に連動した玉を中心に先行売りが広がった。全般的に手当てを先送りする動きも強いため、価格で

訴求しても取引に進まないとの見る卸業者も多く、足元は前日並みの唱えで様子見に退く動きも目

立った。 

 

○ガソリン 

Nov 
 

【福岡】93.0～93.7円(揮発油税込み146.8～

147.5円)と前日比1.1円安。 

 東浜出荷玉を扱うディーラーの1日渡しか

らの唱えは146.8～147.5円、148.1円以上と

下振れしたが、西戸崎出荷の唱えも安値圏で

148.5円前後とほとんど変化がなかった。ま

た、取引に影響する北九州出荷玉では147円

以下の売りが厚みを増しており、東浜出荷で

はこれを意識して下値を探る動きが加速し

たようだ。 

【他地区】宇部の複数ディーラーの唱えは

145.5円前後～146円前後とまちまち。北九州

は146～146.5円、147円前後など、在庫を抱

える商社系ディーラーが146.5円以下で先行

して買い気を喚起していた。 

また、八代でも147円前後の売りが台頭し

ていたが、買い気が乏しく動意は閑散として

いた。

 

○灯油 

Nov 
 

【福岡】93.5～94.5円と前日比0.15円安。 

 西戸崎、東浜出荷玉をベースとした複数デ

ィーラーの31日期限の唱えは93.5～94.5円、

94.8円以上。荒津出しのディーラーは94.5円

を挟んだ価格帯の唱えが多かったが、個別に

93.5円割れで先行して売り込む動きも点在

した。 

【他地区】宇部は93円前後～93円台前半、北

九州、八代では94円前後～94円台半ばの唱え

が伝えられたが、補助金拡充に伴う先安見通

しが広がり、動意は閑散としていた。

 

○軽油 

Nov 
 

【福岡】90.0～91.0円と前日比0.65円安。 

 東浜出荷玉を扱うディーラーで先行売りが

目立った。1日渡しからの唱えは90～90.5円、

91円以上。 

また、荒津出荷玉の一部でも90円前後の売り

も散見された。一方、西戸崎出荷玉は安値圏で

も91.5円前後。 

未課税を扱うディーラーの唱えは安値圏で92

円が伝えられるにとどまった。 

【他地区】宇部は92.5円前後、小倉、八代では

91.5円前後の唱えが主流ながら、個別の売りで

90円割れの売りが新たに台頭していた。

 

 

 



 

 

 

○重油 

Nov 
 

【福岡】A重油は91.8～92.3円、LSA重油は

92.3～92.8円といずれも前日比0.1円安。 

 A重油は西戸崎出荷玉を扱う複数ディーラ

ーの1日渡しからの唱えは92～92.3円、92.5

円以上。LSA重油は0.5円高の唱えが主流。 

一方、荒津出しで91.5～91.8円など、92円

割れの売りも浮上。さらに産業用の個別の取

引では91円以下で売買を進める動きも点在

していた。 

【他地区】複数ディーラーが唱えは宇部が

91.5円前後。小倉では93円前後、八代では

92.5円前後の唱え。いずれの出荷地ともに

LSA重油は0.5円高の唱えが主流となってい

る。

 

○陸上ローリーラック価格月間平均確定値（23年8月）         ※小数点第3位を四捨五入 

Nov 
 

  ガソリン 灯油 課税軽油 未課税軽油 A 重油 LSA 重油 

北海道（油槽所） 91.26 90.25 90.12 - 89.68 - 

仙台(製油所) 90.46 90.13 88.99 - 88.76 89.26 

千葉（製油所） 90.95 88.54 88.11 89.01 87.73 88.20 

八潮（油槽所） 91.35 89.15 89.75 - - 88.54 

川崎（製油所） 91.06 89.00 88.20 89.03 87.86 88.35 

横浜（油槽所） 91.27 88.79 88.24 - - 88.89 

中京（製油所） 90.76 89.86 88.39 89.62 88.50 89.00 

中京（油槽所） 90.69 90.04 89.34 - - 89.01 

阪神（製油所） 90.62 90.53 88.22 89.71 88.45 88.95 

阪神（油槽所） 90.75 90.87 88.74 - - 89.15 

四国（製油所） 91.25 90.95 88.88 - 88.77 89.27 

福岡（油槽所） 92.10 91.93 90.13 - 90.31 90.81 

 製油所平均 90.85 89.83 88.46 - 88.35 88.84 

 3製油所平均 90.78 89.64 88.24 89.45 88.23 88.72 

 4製油所平均 90.85 89.48 88.23 89.34 88.14 88.62 

 油槽所平均 91.24 90.17 89.39 - 90.00 89.28 

 

◎マーケットニュース 

○燃料油補助金=9月7日から補助拡大、補助金17円超は100%支給 

  
 経済産業省は30日、9月7日から燃料油への補助を拡大すると発表した。28日に過去最高(リットルあた

り185.1円)を突破したレギュラーガソリン全国平均小売価格を、10月中に175円程度まで抑え込む。補助

事業は年内続ける。 

 ベースとなる補助金額計算方法は変えないが、実支給額を決める補助率を見直す。 

 9月6日までは、補助金額のうち25円以下の部分について30%、25円超について85%支給する。同日まで

の補助金額27.7円のうち、25円以下について7.5円、25円超について2.2円、計9.7円支給する。 

 一方、9月7日からは、補助金額のうち17円以下の部分について30%、17円超の部分については100%支給

する。仮に補助金額が27.7円だった場合、17円以下について5.1円、17円超について10.7円、計15.8円支

給される。 

 また、10月5日からは、補助金額のうち17円以下の部分について補助率を60%に引き上げる。17円超の

部分については引き続き100%支給する。仮に補助金額が27.7円だった場合、17円以下について10.2円、



 

 

17円超について10.7円、計20.9円支給される。 

 

○ENEOS=「プロジェクトサービス部」を新設、技術検討や管理を一元化へ 

 
 ENEOSは10月1日付で「プロジェクトサービス部」を新設する。「水素事業技術部」や「技術計画部プ

ロジェクトエンジニアリングセンター」を廃止し、今後の大規模プロジェクトや技術的に高度なプロジ

ェクトの検討および運営管理業務を一元化する。立川徹水素事業技術部長がプロジェクトサービス部長

への異動も内定した。 

 

○出光興産=油脂専門商社と廃食油調達で協業へ 

 
 出光興産は油脂事業を手掛けるLOPSと持続可能な航空燃料(Sustainable Aviation Fue=SAF)の原料調

達で協業する。両社は今後、国産SAFの生産に向け、廃食油などのSAF原料を国内から調達する体制を2020

年代後半までに構築する方針だ。 

 出光は石油製品の製造技術、LOPSは動植物油脂の知見や両社のサプライチェーンを活用し、国内廃食

油の調達と貯蔵、海陸輸送の最適化、さらにコスト削減や安定調達の仕組みを検討していく。 

 LOPSは2007年設立の油脂専門商社で、食品原料のラードや牛脂などの動物油脂、パーム油、大豆油、

菜種油などの植物油脂の販売を展開しているほか、廃食油の輸出は50％以上のシェアを有している。東

京本社で大阪とシンガポールに拠点を持つ。 

 

○[石油統計速報23年7月] 製品需給概要=経産省 

 
  生産 輸入 販売 輸出  月末在庫 

ガソリン 3,540,974 313,000 4,047,430 68,732 1,418,240 

（前年比） 91.7 225.6 100.0 38.0 99.8 

ナ フ サ 859,173 2,000,711 2,729,025 - 1,456,701 

（前年比） 79.4 88.8 84.5 - 98.8 

ジェット燃料油 1,132,819 5,908 393,597 736,729 793,863 

（前年比） 95.2 100.7 107.4 101.5 91.6 

灯  油 569,684 6,586 346,345 21,038 1,756,414 

（前年比） 110.0 13.2 104.4 22.2 106.2 

軽  油 2,791,834 178,983 2,722,039 432,931 1,241,556 

（前年比） 84.5 580.6 99.7 75.6 88.6 

Ａ 重 油 733,423 12,114 712,399 4,302 692,660 

（前年比） 101 - 94.6 73.8 103 

ＢＣ重油 1,263,638 32,737 634,583 596,130 1,271,690 

（前年比） 89.6 30.9 95.9 74.0 122.7 

合計 10,891,545 2,550,039 11,585,418 1,859,862 8,631,124 

（前年比） 90.1 98.6 95.6 78.0 101.2 

(in kl)      
下段は前年比%     
*流通段階を除く     

 

  



 

 

○資源エネルギー庁=産業用・A重油価格月次調査2023年07月 

 
軽油インタンク 

  価格 前月比 JCC格差 

北海道 130.6 +5.5 +26.4 

東北 129.9 +4.2 +25.7 

関東 127.2 +3.5 +23.0 

中部 127.9 +3.3 +23.7 

近畿 128.1 +4.5 +23.9 

中国 126.5 +3.8 +22.3 

四国 125.6 +4.6 +21.4 

九州・沖縄 131.9 +3.8 +27.7 

全国 128.5 +4.0 +24.3 

A重油大型ローリー納入(8kl 以上) 

北海道 98.0 +3.6 +25.9 

東北 95.1 +4.1 +23.0 

関東 92.7 +3.7 +20.6 

中部 93.0 +3.8 +20.9 

近畿 95.4 +4.6 +23.3 

中国 96.1 +3.3 +24.0 

四国 95.3 +3.8 +23.2 

九州・沖縄 99.3 +3.4 +27.2 

全国 95.2 +3.9 +23.1 

A重油小型ローリー納入(8kl 未満) 

北海道 103.4 +2.3 +31.3 

東北 102.9 +3.6 +30.8 

関東 101.7 +3.6 +29.6 

中部 101.6 +3.5 +29.5 

近畿 104.0 +3.7 +31.9 

中国 106.7 +3.7 +34.6 

四国 104.6 +4.2 +32.5 

九州・沖縄 104.7 +3.1 +32.6 

全国 103.5 +3.6 +31.4 

JCC   72.1 

      

 

◎お知らせ 

○電力データCD・2022年度版の販売開始について 

  
 リム情報開発は、電力入札データの2022年度版CDを、7月18日から販売を開始します。初版となる

2014年度版のリリース以来、各方面からご好評をいただいております電力入札データの2022年度版

となります。最新版では、2022年4月から2023年3月までの1年間に、全国の公共機関が公募した電力

調達について、詳細な情報を提供いたします。2022年度版は、収集件数4,165件(昨年度4,583件)で、

うち比較可能なデータは956件(同3,230件)です。 

※「比較可能データ」：予定供給量、契約電力、契約金額がそろった案件を集計(入札不調、入札条件が不明などの案件は除外) 

 

関連記事 

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-domestic/1749466.html 

 

お申込みはこちらへ 

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-domestic/1749466.html


 

 

https://www.rim-intelligence.co.jp/contact/form/powerData.html?2020 

 

○バイオマスレポート英語版発刊のお知らせ 

  
 リム情報開発が発行するバイオマスレポート(週刊)の英語版が好評です。日本や韓国など北東ア

ジアでも発電燃料として需要が高まっている木質ペレットやPKSといったバイオマス燃料に関する

情報を、海外のご購読者にもお届けいたします。 

-木質ペレットとPKSの東南アジア積み価格とマーケットコメント 

-木質ペレットの北米積み価格とマーケットコメント 

-木質ペレットとPKSの日本着価格とマーケットコメント 

-木質ペレットとPKSのフレートとマーケットコメント 

-日本や韓国の需要家による買付け入札情報 

 

内容のお問い合わせ、購読のお申込みは、リム情報開発バイオマスチームへ 

https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/biomassEnglishJp/ 

Tel: 03-3552-2411 

Email: info@rim-intelligence.co.jp 

 

◇弊社ウェッブサイトURLは www.rim-intelligence.co.jp 

◇リム価格は登録商標です。登録番号は第5387777号。 

※リムレポートの転送は著作権により堅く禁じられております。購読契約者である組織以外だけで

なく、同契約者の組織内の他部署、支社、支店などへの転送も出来ません。本レポートの全部もし

くは一部の転載も禁じられています。著作権違反が発覚した場合、違約金が発生することがありま

す。本レポートに記載された情報の正確性については万全を期しておりますが、購読者が本レポー

トの情報を用いて行う一切の行為に関して、リム情報開発株式会社は責任を負いません。また、天

災、事変その他非常事態が発生し、または発生するおそれがあり、運営が困難となった場合、レポ

ート発行を一時的に中断することがあります。 

 

 

事業所一覧 

[東京本社]   Tel:03-3552-2411, Fax:03-3552-2415 

   e-mail:info@rim-intelligence.co.jp 

[シンガポール支局] Tel: 65-6912-7359 

   e-mail: lim@rim-intelligence.co.jp 

[北京支社]  Tel:(86)10-6498-0455, Fax:(86)10-6428-1725 

   e-mail:guanhong@rimbj.com 

[上海支社]  Tel:(86)-21-6760-6330, e-mail:rim_sh@rim-intelligence.co.jp 
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